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優秀作・久喜更紗

春愁や母の時間を巻き戻す

母が亡くなって、早くも百箇日が過ぎた。今日、母の和箪笥を開

くと、引き出しの中からオパールの腕時計が出てきた。手巻きに

何とも時代を感じるが、正確に時を刻むことにも驚きであった。

宝石を身に着けることよりも、持っていることだけで満足するよ

うな母であった。中には、正札のついたままの指輪も･･･。母の想

いを受け継ぐことも親孝行かなと、時計と指輪を着けてみた。女

としての母を少し紐解いてみようと思った。


